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コ
ロ
ナ
禍
で
起
こ
っ
た
四
つ
の
変
化

　

コ
ロ
ナ
禍
は
、
私
た
ち
の
生
活
、
社
会
、
経
済
に
大
き

な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
。
ま
ず
は
、
次
の
4
点
を
指

摘
し
た
い
。

（
1
）飲
食
・
観
光
業
へ
の
打
撃

　

業
種
別
に
見
る
と
、
飲
食
・
観
光
関
連
が
受
け
て
い
る

打
撃
が
著
し
い
。

　

観
光
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
沖
縄
県
の
入
域
観
光
客
統

計
を
見
る
と
、
昨
年
度
の
同
県
へ
の
観
光
客
の
数
は
、
前

年
度
比
7
割
強
の
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
た
。
中
で
も
ク
ル
ー

ズ
船
な
ど
で
訪
れ
て
い
た
外
国
人
観
光
客
の
数
は
前
年
度

の
約
2
4
9
万
人
が
昨
年
度
は
ゼ
ロ
と
な
っ
た
。

　

飲
食
は
、
全
国
で
外
食
関
連
が
厳
し
い
。

（
2
）デ
ジ
タ
ル
化
の
加
速

　

業
種
を
問
わ
ず
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
財
・
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
加
速
し
て
い
る
。

　

ご
当
地
検
定
に
ま
で
デ
ジ
タ
ル
化
が
及
ん
で
い
る
こ
と

を
、
6
月
17
日
の
こ
の
誌
面
で
ご
説
明
し
た
。

（
3
）東
京
圏
へ
の
人
口
流
入
の
減
少

　

本
年
4
月
下
旬
に
総
務
省
統
計
局
が
「
住
民
基
本

台
帳
移
動
報
告
」
と
同
時
に
公
表
し
た
「
統
計Today 

N
o.172

」
に
よ
る
と
、
昨
年
度
中
に
お
け
る
東
京
圏

（
＝
東
京
都
と
隣
接
3
県
）
以
外
か
ら
東
京
圏
内
へ
の
転

入
超
過
数
（
＝
転
入
者
数
―
転
出
者
数
）
は
、
一
昨
年
度

の
そ
れ
と
比
べ
て
半
減
し
た
（
図
表
1
）。

　

理
由
は
次
の
2
点
だ
ろ
う
。

　

・
東
京
圏
以
外
の
人
が
「
コ
ロ
ナ
禍
が
よ
り
危
険
な
東

京
圏
」
へ
の
進
学
・
就
職
・
転
居
を
控
え
た

　

・
東
京
圏
の
人
が
「
コ
ロ
ナ
禍
の
点
で
よ
り
安
全
な
東

京
圏
以
外
」
に
進
学
・
転
勤
・
転
居
（
移
住
）
し
た

　

東
京
圏
以
外
の
地
方
行
政
関
係
者
の
方
々
は
、
こ
の

「
東
京
圏
と
そ
れ
以
外
」
の
人
口
移
動
の
変
化
が
今
後
も

続
く
の
か
否
か
に
つ
い
て
、
強
い
関
心
を
お
持
ち
の
こ
と

と
思
う
。

（
4
）東
京
圏
へ
の
企
業
流
入
の
減
少

　

同
じ
く
4
月
下
旬
に
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
公
表
し
た

「
首
都
圏
・
本
社
移
転
動
向
調
査
（
2
0
2
0
年
）」
に

よ
る
と
、
東
京
圏
へ
の
企
業
の
転
入
超
過
が
過
去
10
年
で

最
少
に
と
ど
ま
っ
た
（
図
表
2
）。

　

転
出
先
の
上
位
5
位
は
、
大
阪
、
静
岡
、
茨
城
、
愛
知
、

福
岡
の
各
府
県
だ
っ
た
が
、
人
材
派
遣
大
手
の
パ
ソ
ナ
グ

ル
ー
プ
が
兵
庫
県
淡
路
島
へ
、
紅
茶
卸
大
手
の
ル
ピ
シ
ア

水
口
　
毅

あ
ず
さ
監
査
法
人
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

 

元
日
本
銀
行
那
覇
、
広
島
支
店
長

コ
ロ
ナ
禍
で
進
む
地
域
金
融
機
関
の
変
化
と
高
齢
者

連

載

地
方
の
力
で
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
切
る
②

図表1　東京圏への人の転入超

出典：総務省統計局
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が
北
海
道
ニ
セ
コ
町
へ
転
出
を
決
め
た
こ
と
は
話
題
と
な

っ
た
。

　

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
、
こ
の
調
査
を
ま
と
め
た
記
事

の
最
後
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
2
0
2
1
年
は

（
中
略
）
首
都
圏
は
11
年
ぶ
り
と
な
る
企
業
の
転
出
超
過

に
転
じ
る
道
筋
が
見
え
て
き
た
」

地
域
金
融
機
関
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
変
化

　

コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
既
に
、
地
域
金
融
機
関
は
収
益
の

確
保
に
苦
し
ん
で
い
た
。
長
期
化
す
る
超
低
金
利
政
策
、

地
元
経
済
の
低
成
長
、
人
口
減
な
ど
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
上
述
の
「
コ
ロ
ナ
禍
で
起
こ
っ
た
四

つ
の
変
化
」
は
、
地
域
金
融
機
関
に
も
影
響
す
る
。
そ
の

代
表
的
な
現
れ
と
し
て
、
次
の
3
点
を
指
摘
で
き
る
。

（
1
）貸
倒
引
当
金
の
予
備
的
な
積
み
増
し

　

既
に
述
べ
た
通
り
、
飲
食
・
観
光
関
連
な
ど
が
コ
ロ
ナ

禍
で
受
け
て
い
る
打
撃
は
著
し
い
。
超
低
金
利
政
策
や
そ

の
他
の
政
策
の
効
果
も
あ
っ
て
、
足
元
の
企
業
倒
産
は
低

位
の
推
移
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
は
長
引

い
て
い
る
。

　

地
域
金
融
機
関
の
多
く
は
、
今
後
の
取
引
先
の
経
営
悪

化
の
可
能
性
に
備
え
て
、
予
防
的
に
貸
倒
引
当
金
を
積
み

増
し
し
て
い
る
。
飲
食
・
宿
泊
業
の
ほ
か
、
娯
楽
・
医

療
・
福
祉
な
ど
も
加
え
た
業
種
に
こ
の
引
当
金
積
み
増
し

の
対
応
を
す
る
金
融
機
関
も
見
ら
れ
る
。

（
2
）支
店
網
や
A
T
M
配
置
の
見
直
し

　

銀
行
店
舗
の
窓
口
へ
の
来
客
者
数
は
か
ね
て
減
少
傾
向

を
示
し
て
い
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
加

速
は
、
来
客
者
数
の
減
少
に
拍
車
を
掛
け
て
い
る
。

　

ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
の
増
加
や
カ
ー
ド
決
済
、

ネ
ッ
ト
通
販
の
利
用
等
が
増
え
る
と
、
A
T
M
の
利
用
者

数
も
減
少
し
て
い
く
。

　

こ
う
し
た
流
れ
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
メ
ガ
バ
ン

ク
は
も
と
よ
り
、
地
域
金
融
機
関
も
、
支
店
網
、
店
舗
の

顧
客
対
応
の
在
り
方
、
A
T
M
の
配
置
な
ど
に
つ
い
て
、

「
ス
リ
ム
化
」
の
方
向
で
見
直
し
を
図
る
動
き
が
顕
在
化

し
て
い
る
。

（
3
）統
合
や
再
編
の
動
き

　

青
森
銀
行
と
み
ち
の
く
銀
行
は
5
月
14
日
、
経
営
統
合

に
向
け
た
協
議
に
入
る
こ
と
で
合
意
し
た
と
正
式
発
表
し

た
。
青
森
県
の
地
銀
は
、
貸
出
金
シ
ェ
ア
が
約
7
割
の
両

行
グ
ル
ー
プ
に
再
編
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。
人
口
減
少

や
低
金
利
が
続
く
中
、
統
合
に
よ
る
経
営
基
盤
の
強
化
で

生
き
残
り
を
図
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
案
件
は
、
同
一
県

内
の
地
銀
の
シ
ェ
ア
が
高
く
な
っ
て
も
独
占
禁
止
法
の
適

用
除
外
と
す
る
特
例
法
の
第
1
号
案
件
と
な
る
見
通
し
で

あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
複
数
の
地
域
金
融
機
関
が
連
携
を
図

図表2　東京圏への企業の転入超

出典：帝国データバンク

図表3　高齢者人口と割合の推移

出典：総務省統計局
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る
例
は
多
く
、
そ
う
し
た
動
き
は
今
後
も
続
く
と
思
わ
れ

る
。高

齢
者
に
見
ら
れ
る
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

（
1
）増
え
続
け
る
高
齢
者
人
口
比
率
と
2
0
2
5
年
問
題

　

わ
が
国
の
人
口
を
年
齢
別
に
見
る
と
、「
団
塊
の
世

代
」
と
呼
ば
れ
る
こ
ぶ
が
あ
る
。
第
2
次
世
界
大
戦
直

後
の
1
9
4
7
〜
49
年
に
生
ま
れ
た
人
々
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
数
字
に
75
を
足
す
と
分
か
る
が
、
こ
の
世
代
は
、

2
0
2
2
〜
24
年
に
75
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
。
つ
ま
り
、

2
0
2
5
年
に
は
、
団
塊
の
世
代
の
全
員
が
75
歳
以
上

（
後
期
高
齢
者
）
に
な
る
。

　

昨
年
9
月
20
日
に
総
務
省
統
計
局
は
「
統
計
ト
ピ
ッ
ク

スN
o.126 

統
計
か
ら
み
た
我
が
国
の
高
齢
者
─
『
敬
老

の
日
』
に
ち
な
ん
で
」
と
い
う
資
料
を
公
表
し
た
。
そ
の

中
の
グ
ラ
フ
を
見
る
と
、
ま
ず
、
折
れ
線
で
示
し
た
高
齢

者
人
口
の
比
率
が
2
0
2
0
年
時
点
で
28
・
7
％
で
、
先

行
き
2
0
4
0
年
頃
に
か
け
て
増
え
続
け
る
。
ま
た
、
高

齢
者
人
口
の
中
で
も
75
歳
以
上
の
比
率
が
か
な
り
高
く
な

る
（
図
表
3
）。

　

団
塊
の
世
代
は
、
戦
後
世
界
の
中
で
の
日
本
の
復
興

と
成
長
と
共
に
成
長
し
た
世
代
で
あ
る
。
2
0
0
7
〜

2
0
0
9
年
に
60
歳
定
年
を
迎
え
た
が
、
そ
の
後
も
海
外

旅
行
に
出
掛
け
た
り
、
仕
事
を
続
け
た
り
と
、
ア
ク
テ
ィ

ブ
に
活
躍
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
遅
か
れ
早
か
れ
老
い
は
訪
れ
る
。
2
0
2
5

年
頃
か
ら
こ
の
世
代
の
医
療
や
介
護
の
ニ
ー
ズ
が
わ
が
国

の
経
済
社
会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
。

　

こ
の
世

代
は
、
東

京
都
に
隣

接
す
る
3

県
に
住
ん

で
い
る
場

合
が
多
い
。

こ
の
こ
と

は
、
今
後

の
数
年
間

に
お
い
て
、

そ
の
3
県

で
、
他
の

都
道
府
県

よ
り
も
急

速
な
ペ
ー

ス
で
高
齢

化
が
進
む

こ
と
を
意

味
し
て
い
る
。

　

国
際
比
較
で
も
、
グ
ラ
フ
（
図
表
4
）
の
通
り
、
わ
が

国
は
人
口
に
占
め
る
高
齢
者
の
比
率
の
高
さ
が
際
立
っ
て

い
る
。

（
2
）デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド

　

地
域
金
融
機
関
が
支
店
網
や
A
T
M
の
配
置
等
に
つ
い

て
「
ス
リ
ム
化
」
を
進
め
、
ま
た
、
銀
行
取
引
や
決
済
で

デ
ジ
タ
ル
の
新
し
い
方
法
が
増
え
て
く
る
と
、
ど
う
し
て

も
「
デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
」
の
問
題
が
生
じ
る
。

　

デ
ジ
タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
と
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
パ

ソ
コ
ン
等
の
情
報
通
信
技
術
を
利
用
で
き
る
者
と
利
用
で

き
な
い
者
と
の
間
に
生
じ
る
格
差
の
こ
と
で
あ
る
。

　

銀
行
は
「
デ
ジ
タ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
ご
利
用
が
不
慣
れ

な
お
客
さ
ま
へ
の
対
応
」
な
ど
を
課
題
と
し
て
明
示
し
、

対
応
に
注
力
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

（
3
）郵
便
局
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
と
5
G

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
遠
隔
地

の
住
民
の
不
便
さ
も
問
題
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
こ
と
が
あ

る
。
わ
が
国
で
は
、
遠
隔
地
の
住
民
は
、
そ
の
多
く
が
高

齢
者
で
も
あ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
以
前
か
ら
、
民
間
銀
行
や
信
用
金

庫
な
ど
の
拠
点
が
無
い
場
所
で
も
、
郵
便
局
が
郵
便
貯
金

な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
が
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

サ
ー
ビ
ス
」
と
し
て
強
調
さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
（
図

表
5
）。

　

た
だ
し
、
銀
行
や
信
用
金
庫
な
ど
が
拠
点
を
置
か
な
い

地
域
に
お
け
る
郵
便
局
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
維
持
に
は
、

相
応
の
コ
ス
ト
が
掛
か
っ
て
い
る
。
全
国
銀
行
協
会
は
、

2
0
1
7
年
に
次
の
通
り
彼
ら
の
意
見
を
示
し
て
い
る
。

　

「
日
本
郵
政
お
よ
び
日
本
郵
便
に
対
し
て
金
融
の
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
点
に
関
し

て
、
こ
れ
に
係
る
コ
ス
ト
が
金
融
2
社
の
経
営
に
波
及
す

る
リ
ス
ク
は
回
避
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。（
中
略
）
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ス
ト
が
何
ら
か
の
か
た
ち
で
国

図表4　主要国の高齢者人口比率

出典：総務省統計局
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民
負
担
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
る
場
合
に
は
、
民
間
金
融

機
関
や
民
間
事
業
会
社
と
の
公
正
な
競
争
が
阻
害
さ
れ
る

こ
と
の
な
い
よ
う
慎
重
な
制
度
設
計
を
行
う
べ
き
で
あ

る
」

　

遠
隔
地
の
住
民
に
関
し
て
は
、
高
速
・
大
容
量
の
通
信

を
高
い
信
頼
性
で
実
現
で
き
る
5
G
（
次
世
代
通
信
規

格
）
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
進
め
方
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
昨
年
10
月
の
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
第
15

回
）
で
民

間
有
識
者

が
提
出
・

説
明
し

た
資
料

は
、「
離

島
・
山
間

地
等
を
多

く
有
す
る

地
域
で
は

一
部
整
備

が
遅
れ
て

い
る
」
と

付
記
し
た

グ
ラ
フ
で
、

島
根
県
・

長
崎
県
等

の
光
フ
ァ

イ
バ
ー
の

世
帯
カ
バ

ー
率
が
低
い
こ
と
を
示
し
、
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の
ユ
ニ
バ

ー
サ
ル
サ
ー
ビ
ス
化
の
早
急
な
実
現
と
5
G
の
早
期
全
国

展
開
を
訴
え
た
。

　

日
本
全
国
の
人
々
に
提
供
す
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
、
郵
便
局
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
ど
う
す
る
か
、

5
G
等
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
展
開
す
る

か
、
と
い
う
問
題
が
絡
ん
で
い
る
。

高
齢
者
に
つ
い
て
の
対
応

　

金
融
庁
が
昨
年
8
月
末
に
公
表
し
た
「
令
和
2
事
務
年

度
金
融
行
政
方
針
（
別
冊
）
補
足
資
料
」
は
、
高
齢
者
等

へ
の
対
応
に
つ
い
て
、「
創
意
工
夫
あ
る
金
融
商
品
・
サ

ー
ビ
ス
の
開
発
・
普
及
に
向
け
、
各
金
融
機
関
の
取
組

み
」
に
期
待
す
る
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
に
は
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
見
ら
れ
る
。

（
1
）生
体
認
証

　

高
齢
者
は
、
暗
証
番
号
を
忘
れ
た
り
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
落
と
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
問
題
を
、

声
紋
等
を
用
い
る
生
体
認
証
で
解
消
し
よ
う
と
す
る
試
み

が
進
ん
で
い
る
。

（
2
）異
常
検
知
・
見
守
り
サ
ー
ビ
ス

　

1
人
で
生
活
す
る
高
齢
者
は
多
い
。
こ
の
た
め
、
別
居

中
の
老
親
の
生
活
状
況
を
適
度
な
距
離
感
を
保
ち
な
が
ら

見
守
り
た
い
と
す
る
ニ
ー
ズ
は
強
い
。
例
え
ば
「
電
気
ポ

ッ
ト
」
の
利
用
状
況
か
ら
「
安
否
確
認
」
に
役
立
て
る
よ

う
な
ア
イ
デ
ア
も
既
に
広
く
使
わ
れ
て
い
る
。

　

金
融
関
係
で
は
、
高
齢
者
の
口
座
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
の
利
用
状
況
か
ら
詐
欺
被
害
の
可
能
性
を
検
知
し
、
本

人
や
家
族
等
に
通
知
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）終
活
・
重
要
書
類
の
電
子
保
管

　

認
知
機
能
の
低
下
に
備
え
て
、
高
齢
者
が
保
有
す
る
資

産
や
契
約
情
報
等
に
つ
い
て
、
信
頼
で
き
る
第
三
者
に
預

託
す
る
こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
て
い
る
（
注
）。

　

注
＝
前
述
の
金
融
庁
の
金
融
行
政
方
針
は
、
昨
年
夏
に

公
表
し
た
金
融
行
政
方
針
の
別
冊
補
足
資
料
中
の
「
多
様

な
利
用
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
利
便
性
・
安
心
感
の
確

保
」
と
題
す
る
部
分
に
お
い
て
、「
高
齢
者
等
へ
の
対
応
」

に
加
え
て
、「
障
が
い
者
の
利
便
性
向
上
」「
外
国
人
へ
の

対
応
」
も
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
の
点
、
民
間
銀
行
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ス
も
活

用
し
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

例
え
ば
、「
障
が
い
者
の
利
便
性
向
上
」
に
つ
い
て
は
、

「
遠
隔
手
話
サ
ー
ビ
ス
」「
A
T
M
操
作
画
面
の
目
に
優

し
い
配
色
へ
の
変
更
」「
音
声
読
み
上
げ
式
パ
ス
ワ
ー
ド

カ
ー
ド
の
導
入
」
な
ど
が
見
ら
れ
る
。

　

ま
た
、「
外
国
人
へ
の
対
応
」
に
つ
い
て
は
、
モ
バ
イ

ル
端
末
を
経
由
し
た
多
言
語
通
訳
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
始

め
る
動
き
も
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
動
き
は
、
地
方
自
治
体
に
も
、
あ
る
い
は
参

考
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。

図表5　郵便局以外に民間金融機関がない町村24

出典：総務省「郵便のユニバーサルサービスに係る課題等に関する検討会 現状と課題等に関する
　　　WG第9回会合資料「地域における郵便局ネットワークの現状について」（2017年3月24日）

北海道赤井川村

　　　神恵内村

群馬県上野村

東京都利島村

　　　御蔵島村

　　　青ヶ島村

かもえないむら

と し ま むら

みくらじまむら

山梨県早川町

　　　道志村

長野県泰阜村

　　　売木村

　　　平谷村

愛知県豊根村

どう  し  むら

やすおかむら

うる ぎ むら

ひら や む ら

とよ  ね むら

鹿児島県三島村

　　　　十島村

　　　　大和村

沖縄県渡嘉敷村

　　　座間味村

　　　竹富町

        みしまむら

としまむら

 と  か しき そん

 ざ   ま   み  そん

京都府笠置町

奈良県上北山村

　　　野迫川村

岡山県西粟倉村

　　　新 庄 村

熊本県五木村

 の    せ  がわむら

にしあわくらそん

しんじょうそん


